
 

 

 

  

   

    

  
 

  

６年生の算数の学習のようすです。 

５年生までは式の中にある 

わからない数字を□と 

表現していましたが 

これからはⅹやｙ、ａやｂなどの 

アルファベットを使って表現します。 

中学校の数学に近い形になってきました。 

 

 

 

 

縦ａｃｍ、横ｂｃｍの長方形の 

周りの長さが 26ｃｍだったとき 

どのようにして式に表すのかを考えました。 

ａ＋ａ＋ｂ＋ｂ＝26 

ａ×２＋ｂ×２＝26 

ａ＋ｂ＝13など 

多様な答えが子どもたちから出されました。 

ただ問題を解くだけではなく、 

他の解も考える等 

深まりのある学習時間でした。 

 

 

今日はノートにあるマス目の特徴を知るなど 

ノートの使い方を学びました。 

明日からは実際に文字の学習をしていきます。 

１年生は秋までに平仮名や片仮名を学び 

その後、漢字も少しずつ学習していきます。 

 

 


